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“現代の青年像”が自己の対人パターンに

及ぼす影響について

田中健夫

Effects of the Image of'Young People of Nowadays'on Personal Relations. 

Takeo TANAKA 

Abstract 

This study examined the effects of the image of'young people of nowadays'made by mass media on real 

personal relations. A questionnaire inquiring into the image of personal relations of'young people of nowadays' 

and real relationship patterns and self-esteem (Rosenberg) was conducted using 92 college students. 

The results summarized were as follows; 

a) Factor analysis of real relationship patterns yielded five factors.'Pressure for sameness (Fac. I)'and 

'Reject of Closeness (Fac. II)'were effective factors of'young people of nowadays'. 

b) Fac. I correllated negative significantly with self-esteem, and the person who were effected by mass media 

had tendencies of'Reject of Closeness'and'The Diversification of Means of becoming Friends (Fac. V)'. 

c) Those effected least by mass media (about Fac. I) showed low self-esteem. 

These findings suggested that a healthy distance to the shared image is important for college students to have 

good relations. 

Key words: image of'young people of nowadays', personal relations, self-esteem 

(Journal of Health Science, Kyushu University, 20 : 85-91, 1998) 

1. はじめに

大学に入ってまず同世代と関係を結ぼうとするとき

に，対人関係について周囲の学生がどういう考え方を

もっているかの参照枠となるものは，自分自身の高校

までの体験とマスコミなどが作り出す“現代青年像”

の2つであると考えられる。マスコミが描く現代青年

像は，意図的に作られたものであったり，ある一面が

誇張されたイメージであるにも関わらず，大学生の対

人関係のあり方に様々な影響を及ぼしている。「クラ

スは仲が良くて，よくコンパをしようという話になる

が，楽しいノリや雰囲気に合わせないといけない…そ

ういう雰囲気だったら疲れそうだから参加しないでお

こうかな」という学生の声は，つくられた同世代への

イメージ一虚像への反応の一つと考えられる。また，

あるクライエントは， TVドラマで思い描いた大学で

の華やかな対人関係と現実とのギャップを強く抱きな

がら，着飾ったりコンパを企画するものの，その現実

を過補償しようする行動は空回りしている。筆者の講

義においても，受講者の感じている対人関係のパター

ンについてのレポートをフィードバックすると，「他

の人も同じように感じていることが分かってほっとし

た」という感想が非常に多く聞かれるのである。

このように大学生自身が抱く同世代へのまなざし
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86 健康科学 第20巻

は，どのような質の対人関係を志向するのかを明に暗

に規定するものとなってくる。

2.問 題

現代の青年あるいは大学生の対人関係の特徴として

は，どのようなことが指摘されているだろうか。

自己開示の低い，人格的影響を及ぼさない関係（千

石7)，栗原りであるとか，対人関係のモノ化といった

指摘（大平5)），ポケベルや PHS・情報誌やパソコン

通信の普及による対人関係をつなぐ手段の多様化など

が挙げられている。マスコミでは，「ベル友」や「親

友募集」の個人情報誌などに典型的な，直接的な接触

をおそれる，「相手を傷つけないように相手の内面に

深く入りこまないことが優しさ」と考える青年像を描

き出している。また，「何でもジョークにして深刻な

話を嫌がる」「絶え間なくギャグを連発し合う関係」

というような，「軽いノリにあわせていく」「深い話を

してしまったらお互い疲れるでしよ」というイメージ

もテレビなどを通して広く共有されているかのようで

ある。岡田叫こよる，大学生ら162名を対象にした現代

青年の人格発達と対人関係に関する研究では，「自分

の内面への関心尺度」から“内省傾向”“軽薄短小”

の2因子，「友人関係尺度」から“深い関わりの拒否”

“躁的防衛”の 2因子を抽出し，クラスタ分析により

その特徴を明らかにしている。しかし，現代の学生の

対人関係に関わる要因としては，上述のようなマスコ

ミや大人によって語られる既存のイメージからの影響

を無視できないことからも，この 2因子による説明で

は不十分と言えるだろう。

以上のような指摘の一方で，実際には現状の対人関

係について「これでよいかと悩み」内面まで深く交流．．．．．． 
できる友人を求めているのではないかということが，

主に臨床経験をふまえて報告されている。例えば落合6)

は，一般に「新人類」と言われている青年について，

自分の殻を持ち，深い関わりをもつよりは浅くワッと

楽しくやってあとは知らないという関係がよいとす

る，つまり自分の個室や車を持ちウォークマンで外界

と切りはなされた“カプセル人間”の例を挙げる一方

で，最近の青年は「C型の孤独感（人は別々で理解・

共感できないのは当然という人間不信を伴ったもの：

筆者注）をもち」「自分の心の中ではもっと人と関わ

りを持ちたい，つながりを持ちたいと思っているもの

とも思われる」と，そのギャップを指摘している。ま

た藤原l)は，ゼミナール授業を通してみた現代学生像

について，「人間関係は表面的で，およそ集団で行動

し，周りと違わないようにと同調することにかなりの

気遣いをしながら，ともかく一応仲間集団活動をこな

している」「しかし内心では，これでよいのかと悩み

ながらも適当な方向性を見出せないまま，焦りながら

も表面的には何事もなさそうに付き合って暮らしてい

る」と，レポートの内容を検討しながら考察している。

このような，実際に臨床場面や授業において接する学

生に対する感触と，マスコミなどが描き出す像との差

異をどのように考えたらいいだろうか。また，学生自

身による“現代青年の対人関係のあり方”の認知は，

実際の対人パターンにどのような影響を及ぼしている

のだろうか。この問題については，学生個々人が認知

し肯定している“現代青年像”を把握し，それを個人

がどう受けとめているのかという個性記述的な視点か

ら捉えていく必要があると考える。

この文脈による研究では，高垣8)が「かっこよさ」「他

人に対する無関心」を主張する新聞投書を学生に評価

させた結果を分析して，テレビやマスコミを通してつ

くられた「現代青年」イメージ（虚像）を通して同世

代の青年をながめているのではないか，という問題提

起をしている。本論においては，マスコミや周囲の大

人が作り出す‘‘現代の青年像’'と自分の対人パターン

をいかに調整するかという問題について，特に対人関

係の諸相に視点をあてて検討をする。

3. 目 的

① 対人関係のあり方についての尺度を，岡田3)4)の

研究をふまえ，マスコミ等によって描かれている対

人関係の世代的特徴の影響を加味して，検討するこ

と。そして，現実の対人関係のあり方に関わる因子

間の関連全般的な自尊感情・自分の内面への関心

のあり方との関連を検討する。

② 他者（マスコミ等）によって作り出された“現代

青年”の対人パターンを大学生はどのように認知し

ており，どのような影響を受けているかを明らかに

する。また，対人関係のどの領域についての影響が，

個人の自尊感情や内面への関心のあり方に関わるか

を検討する。

4.調査

(1)質問項目の作成

質問紙 Iは，友人関係のあり方に関わる“現代青年

像”の認知， IIは“あなた自身の傾向”についての質

問紙である。岡田3)が“友人関係尺度’'の 2因子とし

てあげたもの（因子負荷量の上位各5項目）に，予備
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調査で収集した項目を加えた計23項目について，「ま

ったくあてはまらない」から「よくあてはまる」ま

での 5件法で評定を求めた。

予備調査は， 1997年5月に筆者が担当する講義『人

間関係の科学』 4回目の時間内に受講学生 1・ 2年生

の計48名（男28名，女20名）に対して，「対人関係の持

ち方について，自分たちの世代はどのような特徴があ

るか」「対人関係を結ぶ上での，自分自身の特徴•あ

るいはパターンについて」を自由記述させた。その中

から，岡田の尺度と重複しない項目及び2因子の背景

として想定される対人関係のあり方に関わる内容を記

述したものを採用した注l)。

また Iについては，「マスコミや周囲の大人によっ

て言われている“現代の青年像”だと思うものには0

を，違うと思うものにはXを，項目番号の前の【 】

にして下さい」という指示のもとに， 23項目について

マスコミ等の影響についての評定を求めた。

皿は， Rosenbergの自尊感情尺度注2)と，前述の岡田

が“自分の内面への関心尺度”とした 2因子（因子負

荷量の上位各4項目）からの計18項目である。

(2)調査方法

1997年10月，筆者が担当する講義時間内に受講学生

に対して施行した。総数は92名，内訳は文系 7名・理

系85名，男86名・女6名であり，その殆どが 1年生で

あった（年齢は18-22歳，平均19.2歳， SD=l.02)。

(3)結果の整理

記入に不備のあったものを除いて（有効回答率91

％），前記の調査対象人数について整理をした。「まっ

たくあてはまらない」に 1点～「よくあてはまる」

に5点を与え，不良項目のチェック後に因子分析を行

い，対人関係のあり方に関わる因子の抽出を行った。

そして，各因子について‘‘現代青年像”からの差異，

つまり評定点 I-II （逆転項目は反転）という差異得

点を算出し，自尊感情や自分の内面への関心との関連

を分析した。

5.結果

(1)因子分析（質問紙 I,II) 

IIの23の各項目について，平均土標準偏差の値を計

算したところ得点範囲 (1-5)を超えた項目はなく，

項目18（最小値2ー最大値 5)以外は全て最小値 1-

最大値 5であり，データの分布に大きな歪みはないと

判断された。 SDについても，項目18(. 82)以外はI.00 

前後かそれ以上であったため，項目18を除いた22項目

について，主因子法・バリマックス回転による因子分

析を行った（結果はTableI)。

Tabel 1 II.対人関係についての「あなた自身の傾向」因子分析 (Varimax回転）

質問項目（「マスコミや周囲の大人によって言われている現代青年像」とする肯定率） Fae I Fae JI Fae皿FaeNFaeV h2 

15．周りに合わせないと仲間に入れないというおそれを抱いている(91%)
~| !： ..766 2 --03.20 -.26 -.10 .67 3．いつも誰かと一緒にいないと恥ずかしい(71%) .10 -.16.18 -.02 .69 

14．友達と離れて一人になることを避ける(83%) -.01 -.02.10.06 .55 
13．友人と意見が対立するのが怖い(82%) -.08.39 -.37 -.23 .67 
9．グループで行動をする(90%) .01.oo.09.18 .54 
21．他人と違うことをおそれ、わずかな差異に目を奪われる(82%) .18.05 -.04.25 .54 
7．友人と真剣に議論することは恥ずかしい(82%)

.50可I；-.64| ー．13 .33 .15 .69 19．友人と精神的に深い関係をもちたいと思っている(30%) .13.00  .03 .10 .64 
12．会ったこともないような人の中に理想的な友人がいると考えて、それを想像して楽しむ(22%) -.01 -.10 .21 .22 .36 
11．人間の生き方などについて真剣に話し合うことがある(11%) -.25.00 .()() .15 .52 
17．友人と楽しい雰囲気になるように気を使う(64%)

-.(J/ -.09勺||-．62 1 ．16.()() .72 
10．場の雰囲気を壊さないために、無理して楽しくふるまう(54%) .23 -.02.06.19 .52 

23．友人の内面に立ち入って、相手を傷つけてしまうことをおそれる(53%) .oo -.13 -.18.46 .53 
5．友達にウケるようなことをよくする(54%) -.09.17.24 戸~jI.oo .68 
20．会話ややりとりのすべてを冗談にしてしまう(57%) .oo.23.27.26 .45 
1．友人とはあたりさわりのない会話ですませる(77%) -.04 -.05.23.07 .43 
22．友人関係を結ぶ手段が多様にある(52%) .01 -.10 -.04 .07 .68,I .54 
2．時と場合によって都合のいいように友人を選び使い分ける(77%) .12 .15 .20 .25 .55.43 
6．友人の内面に立ち入って、自分が傷つくことをおそれる(63%) .10 .13 .12 -.11 .54.43 

4．友人に自分の本心は見せない(83%) .02 .37 .14 -.38 -.04 .62 
8．友達からどう思われるかを気にする(91%) .37 .05 .36 -.02 .21 .37 

16．自分の世界には、他人に踏み込まれたくない(64%) -.38 .22 .39 -.11 .36 .52 

寄与率 .19 .13 .10 .07 .06 
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第 I因子は，「周りに合わせないと仲間に入れない

というおそれを抱いている」「いつも誰かと一緒にい

ないと恥ずかしい」など，周囲に合わせることへのプ

レッシャーやグループから外れることへの恐れという

内容の 6項目からなっており，“同調強迫’'因子と命

名した。第II因子は，ほぼ岡田の項目と重なり“深い

関わり拒否”因子とした。第m因子は，「友人と楽し

い雰囲気になるように気を使う」など場の楽しい雰囲

気を重視する傾向であり，“楽しさ志向’'因子と命名

した。また，第W因子は岡田にならい‘‘躁的防衛”因

子，第V因子は友人関係を結ぶ手段や交流チャンネル

の広がりに関わる内容であるため，“手段の多様化'’

因子とした。

言われている“現代青年像”である」と肯定した比率

は， Table1.の項目後（ ）に示した通りである。第

I因子は71,,...._,,91%，第II因子についても82%（逆転項

目は除く）とそれぞれ高い肯定率を示した。そして第

m因子 (53~64%），第W因子 (54,,...._,,77%），第V因子
(52,,...._,,77%）と，すべて50％以上の肯定率となってい

る。

質問紙 I,IIの各項目得点についての平均値・標準

偏差及びt検定の結果をTable2, Fig. 1に示す。項目23

以外すべての項目は，自分自身の傾向よりも，一般に

言われている現代青年像の方が，有意に“同調強迫”

“深い関係拒否'’“楽しさ志向'’“躁的防衛”“手段の多

様化”傾向が強いという方向での認知をしていた。

各項目について， 「マスコミや周囲の大人によって

Table 2. 質問紙 III各項目得点の平均値・標準偏差

1
5
3
1
4
1
3
9
2
1
7
1
9
1
2
1
1
1
7
1
0
2
3
5
2
0
1
2
2
2
6
 

目
目
目
目
目
目
目
目
目
目
目
目
目
目
目
目
目
目
目

項
項
項
項
項
項
項
項
項
項
項
項
項
項
項
項
項
項
項

I平均値（標準偏差）

3.83 (1.07) 
3.49 (1.26) 
3.60 (1.21) 
3.29 (1.12) 
4.04 (1.00) 
3.46 (1.08) 
3.12 (1.28) 
3.32 (1.14) 
1.99 (0.99) 
2.34 (1.12) 
3.90 (0.70) 
3.58 (0.92) 
3.24 (1.06) 
3.66 (0.98) 
2.95 (1.06) 
3.37 (1.02) 
3.35 (1.06) 
3.58 (1.03) 
3.41 (1.08) 

II平均値（標準偏差）差の検定(t値）

2. 78 (1.15) **(6.93) 
2.33 (1.11) **(7.59) 
2.45 (1.13) **(7.86) 
2.52 (1.09) **(5.92) 
2.90 (1.11) **(8.15) 
2.64 (1.12) **(5.69) 
2.23 (1.21) **(6.43) 
3.75 (0.96) **(3.51) 
1.65 (0.98) **(3.58) 
2.93 (1.37) **(4.62) 
3.61 (0.88) *(3.10) 
3.15 (0.99) *(3.27) 
3.53 (0.94) *(2,17) 
3.41 (1.03) *(2.15) 
2.35 (1.01) **(5.03) 
3.05 (0.95) **(2.63) 
2.63 (0.95) **(6.61) 
2.78 (1.14) **(5.95) 
2.83 (1.08) **(4. 71) 

注） ＊＊p<.01 *p<.05 
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(2)質問紙m

Rosenbergの自尊感情尺度10項目については 1因子

構造が確認されたが，多くの先行研究と同様に，「私

はもっと自分自身を尊重する気持ちになりたいと思

う」のみ， 10項目の合計得点との相関が． 34と低かっ

た（有意ではある）。よって，項目10を除いた 9項目

について，逆転項目は反転させた上での合計得点を自

尊感情得点（以下SE得点）とした。

“自分の内面への関心尺度”については 2因子が抽

出され，岡田を参照して第 I因子は自分自身に対する

軽い在り方を強調する“軽薄短小’'因子，第II因子は

日常生活の中で自分自身に関心をもつ傾向“内省傾向”

因子とした（項目及び各因子での因子負荷量は Table

3.の通り）。

(3)変数間の関連

各変数の因子得点をもとにした変数間の相関係数を

Table 4.に示す。

周囲に合わせようとする第 I因子“同調強迫’'と SE

得点には，低い負の相関傾向(-.18)があった。また，

“深い関わり拒否”と‘‘内省傾向”には負の相関関係

(-. 33),“手段の多様化’'と‘‘軽薄短小’'には相関関

係(.38)がみられた。 SE得点の低・中・高群（各1/3

ずつ）の 3水準x各因子得点についての分散分析では，
第 I因子について高群く中群＊，高群く低群＋ （F= 

次に，各因子得点について高低群（各20%）それぞ

れの SE得点の平均値の差の検定を行ったところ，第

I因子は“同調強追’傾向の高群が SE得点は低いと

いう傾向 (t=l.74, P<.10;低群29.3 (SD=40. 2), 

高群25.9(33.2)），第II因子では“深い関わり拒否”

高群が低群より有意に SE得点が低い (t=2. 03, p 

<.05;低群30.1(60.8)，高群25.5(36.0)）という結果

になり，第皿～V因子については有意な差はみられな

かった (Fig.2)。

SE 
得 30.5
点 30
29.5 
29 
28.5 
28 
27.5 
27 
26.5 
26 
25.5 
25 

低群 中群 高群

Fig. 2. 各因子得点高中低群XSE得点

因子

-0- I低（中）＞高＋
―□-II低，（中）＞高＊
ー△一皿

―◇- IV 

3.17, P<.05)であった。 —+- V 

Table 3. ill.「自分の内面への関心尺度」因子分析 (Varimax回転）

質問項目 Fae I 
-------------

8．軽い生き方をするようにしている。 l.84l 
4．軽く生きていく主義だ。 l.83 l 
12．今さえ楽しければよいと思う。 i.65 i 
16楽しければなんでもいい。 [-58] 
2.自分の気持ちが分からなくなっで悩むことがある。 ．08 
6.自分がどんな人間なのか関心がある。 —.19 
10．自分が何のために生きているのか考え込んだことがある．03
14.自分はものごとにあまり悩まない人間だ。 ．44 
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Table 4. 各変数間の相関

SE得点 軽薄短小内省傾向

対人関係 I因子（同調強迫） 一．18t
II因子（深い関わり拒否）ー．15
皿因子（楽しさ志向） ．00 
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注） ＊＊p<.01 *p<.05 tp<.10 
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90 健康科学

続いて第 I• II因子高低群で，他因子の因子得点に

ついて差の検定をしたところ，“同調強迫’'傾向の高

群は第IV因子“躁的防衛”が有意に低く (t=2.05, 

p<.05)，第V因子“手段の多様化’'も低い傾向 (t

=l. 88, p <.10)となった。また，“深い関わり拒否”

高群は“躁的防衛’'が有意に高く (t=3. 50, p <. 05), 

“手段の多様化”も高い傾向 (t=2. oo, v<.10), 

自分の内面への関心では第II因子‘‘内省傾向”が有意

に低いという結果 (t=2. 62, p <. 05) となった。

(4)‘‘現代青年像’'からの差異得点（評定点 I- II) 

と他指標との関連

各因子について，差異得点の低・中・高群（各1/3

ずつ）の 3水準XSE得点，自分の内面への関わり 2

因子得点について分散分析を行った。各因子を構成す

る項目について（評定点 I-II)を計算し，その総和

を項目数で割った値を差異得点とする（従って取りう

る値は一 4~+4である）。差異得点は，例えば「認

知している“同調強迫”傾向ー自分の傾向」という値

であるから，差異得点が0あるいはマイナス値になる

ほど，既存のマスコミ等によってつくられた“同調強

迫”イメージからの影響が大きいと考えられる注3)。逆

に，差異得点のプラス値が大きいほど，既存のイメー

ジによる影響が小さく，自分のスタイルで対人関係の

あり方を保持していると仮定できることになる。

差異得点相互の相関では (Table5.），第 I-II因

子間第 I-V因子間，第II-V因子間に有意 (p<.

001)な相関関係，第 I-m, II一皿皿ーV因子間

には相関傾向が認められた。

差異得点の 3水準XSE得点については，第 I因子

で，低群く中群＊，高群く中群＊ （F =2. 81, p <. 10) 
という結果になった（低群27.5(6.13)，中群30.6 

(4. 97)，高群27.6(6.09)）。残りの因子については，

すべて有意差はなかった。差異得点の 3水準X自分の

内面への関心 (2因子因子得点）では，第II因子につ

いて，“内省傾向’'が低群く中群九低群く高群＊ （F 

第20巻

=2. 77, p <.10)，第V因子について“軽薄短小’'傾

向が高群く低群＊＊，高群く中群＊ （F =4. 76, p <. 05) 
という有意差がみられた。

6.考察

本研究の目的は，対人関係のパターンが個人の内的

態度や自尊感情にどのように関わるか，その内実を記

述することと，その背景にあるマスコミや大人によっ

て作られた既存の“現代青年像”が現実の友人関係の

あり方にどのような影響を及ぼしているかについて検

討することである。

因子分析の結果，現実の対人関係のあり方に関わる

5因子が抽出され，岡田の尺度以外に“同調強迫”“楽

しさ志向”“手段の多様化’'因子が見いだされた。中

でも，“同調強迫”因子は，既存の現代青年の対人関

係イメージとしても肯定率が高く，グループ化への対

応や他人との差異をどう考えるかということが，現実

の対人関係のあり方において重要な側面となっている

ことが示唆された。今回は，サンプル数の少なさ及び

男女比の偏りなどの問題もあり，対人関係尺度につい

ては今後より精緻化していく必要がある。

質問紙II （現実の自分の対人パターン）と他変数の

関連の検討においては，“同調強迫”傾向と自尊感情

との間に負の相関傾向がみいだされ， SE得点低中高

群X第 I因子得点でも同様の結果となり，自尊感情の

高い人が集団や周りに合わせることへのプレッシャー

から比較的自由であることが明らかになった。そして，

“同調強迫”傾向の強さは，明る＜ふるまったり（躁

的防衛），関係を結ぶ手段を広く求めることも少ない

という，対人関係におけるチャンネルの狭さとも結び

ついていた。また，第II因子得点高群，つまり深い関

係を拒否し恥ずかしいと思う人は，自尊感情得点が有

意に低いという結果になっている。以上の第 I・ II因

子は，マスコミ等の影響で広く共有されている学生の

対人関係のあり方やイメージとして肯定率の高いもの

ばかりであった。このように，「周りに合わせないと

Table 5. 差異得点の相関

差異得点 l 差異得点II 差異得点Ill 差異得点IV 差異得点v

差異得点 l 1.00 .52 .19 .07 .45 

差異得点II .52 *** 1.00 .19 -.02 .50 

差異得点Ill .19 + .19+ 1.00 .08 .18 

差異得点IV .07 -.02 .08 1.00 .09 

差異得点V .45 *** .so *** .18+ .09 1.00 
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“現代の青年像”が自己の対人パターンに及ぼす影響について 91 

いけない」「グループから外れると恥ずかしい」など

と周囲と違わないことにエネルギーをさき，深い関係

をおそれるという，マスコミなどによる既存の同世代

イメージに縛られた，自己への信頼や肯定感の低い一

群があることが推測された。一方，深い関わりを求め，

躁的防衛をせず，友人関係を結ぶきっかけとなる様々

な手段に簡単に頼ることをしないで，内省傾向も高い

という一連の傾向がある群も認められ，岡田の第 1ク

ラスタ（友人との深い関わりを求めながら躁的防衛は

高い）とは異なった結果となっている。対人関係の 5

因子をもとにした大学生の対人関係パターンの分類

は，今後の課題となろう。

次に，差異得点の相関からは，“同調強迫”につい

て既存のイメージに強い影響を受けている人は，同様

に“深い関係の拒否’'と‘‘手段の多様化”についても

強い影響を受けているという相関関係がみられた。こ

の3因子については，マスコミ等からの影響に関連し，

これらに対してどのような態度をとるかという視点で

個人の対人関係を捉え直すことができると考えられ

る。自尊感情との関連では，第 I因子“同調強迫’'に

ついて，‘‘現代青年像”にとらわれが大きくとも，ま

たそこからあまりに距離を置く姿勢でも自尊感情は低

くなるという傾向がみられた。他者と差異がないよう

にと，とらわれが大きいために低い自尊感情となって

いる。逆に，あまりに他者の対人パターンと自分の対

人関係のあり方の棚顧が大きい場合にも何らかの不充

足感をきたすことが推測される結果となっている。ま

た，深い関係を拒否するという青年イメージによる影

響を強く受けている人は“内省傾向’'が低い，対人関

係のチャンネル‘‘多様化”イメージからの影響が少な

い人ほど自分の内面への関心の“軽薄短小’'傾向が低

いという結果は納得できるものでぁり，自分の内面へ

の関わり方についてもマスコミや既存の青年イメージ

による影響を受けていることが示唆された。

以上のように，マスコミなどが作り出した同世代の

対人関係パターンの認知は，個人の対人関係のあり方

に影響を及ぼしていることが明らかとなった。上記の

3因子に対する態度が，発達的にどのように変化して

いくか，どのような体験によって変容していくのか，

あるいば性差等の検討は今後の課題としたい。

注 1)追加した項目は，“深い関わり拒否”の背景に

あるものとして想定された項目 (6,16, 23),“躁

的防衛”の背景として想定された項目 (10,15, 20), 

他者と異なることのおそれ (21)，グループ化傾

向 (3,9, 14)，対人関係の多様化と可能性の増大

(2, 12,22)についての項目である。

注2)Rosenbergの尺度は，先行研究において安定

性・妥当性が検証されていることから，意識的・

包括的な自尊感情を測る尺度として用いた。

注3)差異得点の 0点は，マスコミ等による“現代青

年像”の認知と自分の対人パターンに距離がない，

既存のイメージにとらわれているということであ

り，マイナス値は過剰に反応して取り込んでいる

状態と考えられる。
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